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□温熱シミュレーション

　高断熱化することにより温熱環境、エネルギー面でどのように変わるのか、また光熱費が

どの程度変わるのかを、富山県の標準的な若年世帯（共働き世帯）をモデルとして検証する。

　断熱性能は①等級4、②G2、③等級7の3パターンで行った。

【平面プラン】

    

【家族構成・生活スケジュール】

【断熱性能】

①等級4仕様 UA値0.86　　②高断熱G2仕様 UA値0.34　　③等級7仕様 UA値0.25
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2階平面図

1階平面図



□３仕様の比較シミュレーション

　富山県の近年の平均気温を踏まえ、1月3日における室温を以下の設定に基づきシミュ

　レーションを行う。

・1月2日 　PM9:00　LDKの暖房を切る（20℃に設定）

 PM11:00　主寝室の暖房を切る（20℃に設定）

・1月3日 　AM5:00　LDK及び主寝室の室温を比較（外気温1℃）

【等級4仕様】（UA値　0.86）

・LDK　   9.4℃　（−10.6℃）

・主寝室 10.7℃　（− 9.3℃）
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【高断熱G2仕様】（UA値　0.34）

・LDK　  13.0℃　（− 7.0℃）

・主寝室 14.4℃　（− 5.6℃）

【等級7仕様】（UA値　0.25）

・LDK　  14.1℃　（− 5.9℃）

・主寝室 15.5℃　（− 4.5℃）
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以上の比較シミュレーションの結果、LDK については等級4は-10.6℃、G2は-7.0℃、最も断熱

性能の高い等級7では-5.9℃であり、等級4と等級7の差は4.7℃となる。

また、主寝室では等級4は-9.3℃、G2は-5.6℃、等級7では-4.5℃で、等級4と等級7の差は4.8

℃となった。

□仕様毎の月別光熱費の比較シミュレーション

月別光熱費を等級4、G2、等級7の仕様別に比較すると、5月から10月までは顕著な金額の差は

見られないが、10月から4月までの暖房使用の時期には大きな差が現れる。

また、年間当たりの光熱費合計を見ると、等級4とG2の差は22,254円、等級7との差は27,648

円であり、等級4と等級7の差は約10％となる。
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年間光熱費計 月平均 ％
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